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    風呂なしアパートと東銀座。
    新城が引っ越した後のアパートにそのまま転がり込んだ僕。


初期費用は敷金と前家賃、火災保険。１０万払ってオツリが来た。


家賃は水道代込で３万2000円。そのかわりトイレ共同風呂なし。


新城は住んでた時から事情は良く知っていたので簡単に考えていた。


 


～売れないマンガ家住むようなボロアパートだったけど僕は結構気に入っていた。～


 


６人家族でマンション住まいだった頃は一人部屋を与えられた事がなかった。


それゆえに、一人暮らしへの憧れは引きこもりの時からずっと持ち続けてた。


(２４時間営業のしゃべり場だ！)新城のコンセプトをそのまま引き継いだ僕。


 


昼間は仕事でいないけど鍵はかけて行かない。(というか、建付けが悪く鍵がかからない。)


『盗むものなんて何もねぇし。好きに使ってくれ。』そんなオープンな部屋だった。


当時は新城も僕も雨に左右される仕事をしていたので、『雨=休日=対話ＤＡＹorお勉強ＤＡＹ』


特別なにもないけど『なぜか落ち着く』と友人たち。まったりゴロ寝して喋って帰っていく。


 


～親に感謝できるようになったのも一人暮らしを初めてからの事。～


 


ウェイターの時のお給料や待遇よりもだいぶ悪い条件で働いていた。


雨で休みになっても保障はない。日給月給制。出勤日数×単価=月給。


なるべく安定した生活にしたくて家計簿を欠かさずつけるようになった。


 


～家賃、高熱費、通信費、食費、交通費、交際費、雑費。～


 


『今まで、どれだけお金かけて貰ったんだろう。親ってすげーよな！』


毎月毎月、家計簿をつけながら勉強して実践して本当の親の偉大さを知った。


なるべく安いスーパーで買いだめをし、自炊はもちろん弁当も作って持参した。


お茶台も(もったいねぇ。)デカいペットボトルのコーヒーを安く買って持って行く。


洗濯も毎回コインランドリーは高いし、作業着なんかは共同の洗面台で手でゴシゴシ洗う。


 


～服は友人たちからの貰い物。食事は大家さんや先輩が御馳走してくれたり。～


 


ある日。仕事から帰って来ると玄関の前に『デカいダンボール』が置かれていた。


(なんだ？？)と思い、部屋に運び灯りを付けてよくみると『電気式のヒーター』だった。


 


～そしてダンボールには一通の手紙が挟まっている。～


『外は本当に寒くなってきたから風邪だけはひくなよ！新城より。』


(あいつ。心までイケメンになりやがったな。サンキュー新城！)


新城だって同じような給料で暮らしている。お金ではない心のプレゼント。


早速、電気式ヒーターを付けた。身体だけでなく心まで温かくなるサプライズだった。


 


～僕は貧乏だったけど、お金では買えない最高の仲間がいて幸せだった。～


 


～当時お付き合いしていた彼女。東銀座の新築マンションでお嬢様暮らし。～


 


親からの仕送りで生活していた彼女。正直に(すげーなぁ。)と思った。


東銀座という土地はセレブが多い。マンションの住人は明らかに金持ちの風格。


彼女の家に遊びに行くと、だいたい夕食は銀座で外食。もしくは僕が作るパターン。


 


『調理師なんだからたまには腕を振るって料理してくれよなぁ～。』と文句言いながらも、普段は料理できる環境にない僕。時に教えて貰いながらも自分で調理して彼女と一緒に食べる時間は楽しかった。


 


～お洒落でセレブリティ。羨ましい環境にありながらも、心はいつも寂しさで溢れていたように思う。～


 


淋しく感じさせてしまった僕のせいかもしれない。


もっとお話しを聞いて欲しかったのかもしれないし、


言わなくてもただ側にいてあげる事で心は満たされたのかも。


 


『２４時間一緒にいてあげられないし。僕にはやらなきゃいけない使命もある。』


 


～ごめんよ。不器用な男と出逢ってしまったね。でも、キミを護りたいから僕は戦うんだ。～


 


～言葉では伝わらない想いならば。祈りの中で届けたい。ただ幸せで笑顔で生きて欲しい。～


 


 


『百万回の甘い囁きよりも、たった一つの真実が欲しいだけ。』
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